
空気抵抗低減効果を
簡易に検証する方法

（Simple approach of evaluation for the reduction of air resistance ）

【概要】
車両の空気抵抗を低減した場合に、その効果について定量的に評

価する必要があります。列車に働く抵抗を測定する際、従来手法では
測定値の分散が大きく、評価・比較を行うためには多くの測定を行う必
要がありました。そこでより分散の少ない解析手法を提案し、空気抵抗
低減対策などの効果を容易に評価できるようにしました。

【特徴】
分散が少ない（加速度のノイズの影響を受けない）
1回の惰行でも十分な精度で走行抵抗を算出できる

走行抵抗算出例(全速度域)

【用途】
空気抵抗低減対策の評価を従来よりも容易に精度よく求められるように
なります。

異なる試験結果の比較(高速域)

違いがよくわからない

違いが明確
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※本手法については特許出願中です。

【本手法の概念】
列車の走行抵抗Fは列車速度vを用いて次のように近似されます。
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このとき、惰行中の列車速度の変化v(t)は理論上、次式で表されます。
Mは列車重量（慣性質量含む）、v0は初速度、Cはv0から定まる定数です。
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ここで、上式の理論解が実測で得られた惰行速度に最もよく一致する
係数a,b,cを求めれば、走行抵抗が求まることになります。
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1 cvbvaF  と仮定した場合の速度変化理論解①:
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2 cvbvaF  と仮定した場合の速度変化理論解②:
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3 cvbvaF  と仮定した場合の速度変化理論解③:

最もよく一致する

1回の惰行における
走行抵抗が求まる
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